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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・問題の数量の関係をとらえて立式する方法を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・自然数の和について成り立つ性質を予想し，文字式を用いて説明したり，式の意味を読んだりする学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・条件替えをして，新たな数の性質を見いだすことは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・図形の単元において，条件替えをして考える学習を経験している。





≪学習問題≫


2けたの正の整数と，その数の十の位と一の位を入れかえてできる数をたしましょう。どんなことがわかるでしょうか。





≪定着・活用問題≫
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≪学習問題≫








13＋31＝□


52＋25＝□


73＋37＝□








･･･





②見通し:44，77，110･･･と，必ず11の倍数になりそうだ。


→2けたの正の整数と，十の位と一の位を入れかえた数を文字式に表せば説明できそうだ。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには








②学習課題: 2けたの正の整数と，十の位と一の位を入れかえた数を文字式に表して，必ず11の倍数になることを説明しよう。


仕方を，計算や図を使って





③個人追究:式を使って追究し，説明を考える。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「11a＋11bと11(a＋b)のどちらの表し方がよいだろうか？」


→「□の倍数は□×(自然数)の形で表したから11(a＋b)とする方がよい。」





④共同追究後半（思考を深める）


「問題の条件を替えて，必ずいえそうなこと


が見つかるだろうか?」


→「差は，31－13＝18，52－25＝27のよ


うに，必ず9の倍数になりそうだ。」





31－13＝□


52－25＝□


73－37＝□








･･･





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・11×(自然数)に直すことで，11の倍数になることを説明できた。


・問題の条件を替えても，必ずいえそうなことが見つかった。同じように説明をしてみたい。





⑥定着･活用問題


問題の条件を替えて，「たし算」を「ひき算」


にすると，差が必ず9の倍数になることを説


明しよう。





31－13＝18


52－25＝27


73－37＝36








･･･





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・生徒たち自身が見いだした予想を自分たちで確かめるという意識を大切にするために，予想の場面を丁寧に扱いたい。


・11a＋11bと11(a＋b)の表し方を比較検討する場面では，それぞれの式の意味の違いに着目させ，11の倍数同士の和が11の倍数になることは11(a＋b)と式変形して説明することに触れ，適切な式変形をする必要性に気づかせたい。





【板書計画】








